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９
月

日
、

日
、

月
５
日

２４

３０

１０

の
３
日
間
に
か
け
て
、
遊
々
の
森

で
協
定
し
て
い
る
千
歳
市
立
泉
沢

小
学
校
「
か
が
や
き
の
森
」
で
秋

の
部
の
森
林
学
習
を
、
石
狩
地
域

森
林
環
境
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と

協
働
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
１
～
２
年
生
は
校
庭
で

ド
ン
グ
リ
拾
い
、
ハ
ビ
ロ
の
床
替

え
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
は
、
か

が
や
き
の
森
で
枝
打
ち
と
６
年
生

は
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

１
～
２
年
生
は
、
ハ
ビ
ロ
の
実

生
苗
を
１
人
１
人
ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ

ト
に
土
を
入
れ
て
苗
木
を
移
植

し
、
小
さ
な
苗
木
を
大
事
に
持
っ

て
、
丁
寧
に
土
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ

う
に
手
で
固
め
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
ハ
ビ
ロ
の
正
式
名
称
の
ハ
ク

ウ
ン
ボ
ク
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら

い
、
校
庭
で
育
て
て
来
春
ど
う
な

っ
て
い
る
か
観
察
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
６
年
生
は
学
年
ご

と
に
枝
打
ち
を
実
施
し
、
枝
打
ち

は
昨
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、
ノ
コ

ギ
リ
を
使
う
の
も
多
少
慣
れ
た
様
子

で
、
真
剣
に
１
本
１
本
枝
を
切
っ
て

い
ま
し
た
。

作
業

に

も

慣

れ

て

く

る

と

、

「

楽

し

い

か
ら
、

ま

だ

切

る

と

こ

ろ

あ

る
の
」

と
催
促
さ
れ
た
り
、
造
林
地
へ
入
る

と
き
最
初
は
、
暗
く
歩
き
づ
ら
か
っ

た
の
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
「
明
る

く
歩
き
や
す
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

６
年
生
は
、
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
の
作

り
方
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
作
成
し
、

作
成
後
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
入
れ
、

ヤ
チ
ダ
モ
の
苗
木
を
入
れ
て
、
３
人

１
組
に
な
っ
て
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
６

年
生
が
作

っ
た
カ
ミ

ネ
ッ
コ
ン

が
残
っ
て

い
る
の
を

見
て
、「
ダ

ン
ボ
ー
ル

が
ま
だ
残

っ
て
る
」

と
驚
い
て

い

ま

し

た
。

春
の
部
の
５
月
よ
り
、
か
が
や
き

の
森
の
緑
が
多
く
な
っ
た
と
感
じ
た

児
童
も
お
り
、
少
し
づ
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
台
風
被
害
跡
地
の
変
化
を

感
じ
た
よ
う
で
す
。

か
が
や
き
の
森
で
の
森
林
学
習
に

も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
来
春
以
降

は
、
集
材
路
を
利
用
し
た
散
策
路
を

探
検
し
な
が
ら
、
樹
名
板
を
設
置
す

る
な
ど
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
般
「
か
が
や
き
の
森
」
で
は
初

め
て
石
狩
地
域
森
林
環
境
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、

内
容
も
充
実
し
、
今
後
も
同
セ
ン
タ

ー
と
協
働
で
森
林
環
境
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
菊
地
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

広 報
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遊
々
の
森
「
か
が
や
き
の
森
」
で
森
林
学
習

千
歳
市
立
泉
沢
小
学
校
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９
月
４
日
（
土
）
晴
天
の
中
、
千

歳
森
林
事
務
所
部
内

林
班
に
お
い

５３３５

て
、
北
海
道
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
社
員
及

び
関
係
者
約

名
の
参
加
に
よ
り
植

２７０

樹
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
平
成

年
８
月

２２

９
日
に
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社
と
石

狩
森
林
管
理
署
と
の
間
で
締
結
し
て

い
る
、
「
社
会
貢
献
の
森
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
協
定
面
積
約
９．３２

の
う
ち
、
今
回
は
約

に
ア
カ

ｈａ

３．００
ha

エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ
・
ヤ
チ
ダ
モ

・
シ
ラ
カ
バ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ
ツ
ラ

の
ポ
ッ
ト
苗
、
約

本
を
植
樹
し
ま

２ ,９００

し
た
。

参
加
者
は
苗
木
の
運
搬
役
・
穴
掘

り
役
・
植
付
け
役
な
ど
に
担
当
を
決

め
て
分
か
れ
、
暑
い
中
、
慣
れ
な
い

ク
ワ
、
剣
先
ス
コ
ッ
プ
で
植
え
て
い

き
ま
し
た
。

今
回
は
、
親
子
を
対
象
と
し
た
カ

ミ
ネ
ッ
コ
ン
作
り
も
実
施
し
、
作
成

後
は
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
き
入
れ
植
樹
し
、
参
加
者
の
方

々
は
、
植
樹
作
業
約
１
時
間

分
程

３０

度
で
終
了
し
ま
し
た
。

北
海
道
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ

ま
で
当
署
の
奥
定
山
渓
、
野
幌
、
千

歳
地
区
で
協
定
し
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
植
樹
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
て

お
り
、
森
林
再
生
技
術
研
究
所
が
森

林
づ
く
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
（
菊
地
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

『北ガス緑の森』
植樹祭
開催！！

カミネッコン作成中！！

記念撮影

何を書いてるのかな？
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９
月
８
日
（
水
）
、
石
狩
森
林
管
理
署

千
歳
森
林
事
務
所
部
内

，

林
班

５３８８

５３９９

の
生
産
事
業
現
場
で
、
関
係
職
員
及
び

請
負
事
業
体
職
員
合
わ
せ
て
約
４
０
名

が
出
席
し
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ

ス
テ
ム
の
現
地
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。開

催
に
先
立
ち
瀬
戸
口
署
長
よ
り
、

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
素

材
生
産
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
高
効
率

作
業
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
取
組
方
向
に 土場用地にて説明を受ける職員

つ
い
て
、
本
日
開
催
の
勉
強
会
の
趣
旨

に
つ
い
て
等
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
業
務
第
二
課
長
よ
り
、

石
狩
森
林
管
理
署
の
素
材
生
産
に
お

け
る
低
コ
ス
ト
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

の
取
組
は
、
基
本
的
に
全
幹
等
で
地
曳

き
を
行
わ
な
い
作
業
と
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
路
網
密
度

を
高
め
る
た
め
の
作
業
路
を
、
壊
れ
に

く
く
伐
開
幅
を
狭
く
で
き
る
工
法
を

採
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
説
明
が
あ林内に集積された材を搬出

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
瀧
澤
ベ
ニ
ヤ
株
式
会
社
に

ご
協
力
を
頂
き
、
実
際
に
高
性
能
林

業
機
械
を
使
用
し
た
作
業
に
よ
り
仕

組
み
を
勉
強
し
ま
し
た
。

続
い
て
場
所
を
移
動
し
、
壊
れ
に
く

い
作
業
道
の
作
設
に
つ
い
て
、
表
土
ブ

ロ
ッ
ク
積
工
法
の
概
略
の
説
明
が
あ

り
、
鬼
頭
木
材
工
業
株
式
会
社
に
ご
協

力
を
頂
き
、
実
際
に
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積

工
法
に
よ
り
作
業
路
を
作
設
す
る
状

況
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
後
更
に
導
入
が
進
む
こ
の
作
業

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
参
加
者
に
よ
る
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 搬出後の林内の様子

今
年
度
は
古
平
地
区
で
も
低
コ
ス
ト

・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産

事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
石
狩
署
と
し

て
は
、
平
成

年
度
に
お
い
て
年
間
生

２２

産
の
３
割
を
目
標
に
実
施
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
、
今
後
も
職
場
内
に
お
い

て
、
情
報
の
共
有
、
各
種
取
組
の
定
着

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

（
佐
藤

業
務
第
二
課
長
） 盛り土強化を図るための伐根の活用状況

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業

シ
ス
テ
ム
の
勉
強
会
を
開
催
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７
月

日
、
積
丹
町

２９

や
古
平
町
方
面
を
中
心

に
観
測
史
上
最
多
を
記

録
す
る
大
雨
が
降
り
、

多
数
の
河
川
が
氾
濫
す

る
な
ど
し
て
各
地
で
は

大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
国
有
林
内
に
お
い
て

も
こ
の
大
雨
に
よ
る
被

害
が
あ
る
か
余
市
地
区

の
森
林
官
が
中
心
と
な

っ
て
緊
急
調
査
を
実
施

し
、
多
数
の
林
道
及
び

作
業
道
に
被
害
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

被
災
規
模
が
大
き
く
、

そ
の
路
線
を
利
用
し
た

事
業
の
計
画
が
あ
る
林
道
の
６
箇
所

に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
工
事
を
実

施
す
べ
く
局
と
連
携
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

災
害
要
求
基
準
に
満
た
な
い
林
道

や
被
災
し
た
作
業
道
は
、
チ
ャ
ー
タ

ー
に
よ
る
復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月

日
は
石
狩
市
厚
田

２４

区
で
同
様
に
観
測
史
上
最
多
を
記
録

す
る
大
雨
が
降
り
、
こ
ち
ら
も
被
害

が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

厚
田
首
席
森
林
官
を
中
心
に
被
害

林道及び作業道の
災害復旧について

調
査
を
進
め
鋭
意
対
応
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各
地
で
発

生
し
、
降
雨
量
も
常
に
観
測
史
上
を

記
録
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

暗
渠
工
は

年
確
率
雨
量
に
よ
り

１０

設
計
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
降
雨

量
を
考
慮
し
て
見
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
呑
口
の
整
理
や
側
溝
の
整

備
な
ど
、
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
日

頃
の
維
持
管
理
の
重
要
性
も
感
じ
つ

つ
限
ら
れ
た
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が

優
先
度
を
考
慮
し
つ
つ
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
藤

業
務
第
二
課
長
）

大雨で決壊した沖村川林道

石
狩
湾
新
港
地
域
内
に
お
け
る
不

法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
が
、
新
港
工

業
団
地
内
の
道
路
周
辺
を
は
じ
め
、

防
風
林
内
や
河
川
敷
地
、
海
岸
線
沿

い
の
広
範
囲
に
及
ん
で
自
然
景
観
を

損
な
う
な
ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し

て
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
一
斉

撤
去
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内

の
環
境
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
例
年
春
と
秋
の
２
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
９

月

日
が
実
施
日
、
朝
か
ら
好
天
に

１５
恵
ま
れ
た
開
会
式
を
向
か
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
す
で
に
現
場
で
実
施
し
て

い
る
人
を
含
め
る
と
、
約

名
の
参

４００

加
者
で
実
施
さ
れ
、
我
々
石
狩
署
の

職
員

名
は
防
風
林
を
中
心
に
実
施

１３

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
防
風
林
内
に
不
法
投
棄

さ
れ
た
生
活
用
品
等
の
回
収
作
業
を

行
う
こ
と
に
し
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
２

台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
も
防
風
林
へ

の
不
法
投
棄
は
後
を
絶
た
ず
、
来
年

は
こ
の
よ
う
な
事
が
無
い
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

今
後
も
年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
、
石
狩
湾
新
港
地
域
内
の

環
境
保
全
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
１
日
で
し
た
。

（
中
山
技
術
専
門
官
） 不法投棄物を片付ける職員

石
狩
湾
新
港
地
域

「
秋
季
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の
実
施
に
つ
い
て
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体験林業を実施
～ニッカウヰスキー～

８月２１日（土）、余市国有林３００１よ林小班において、ニッカウヰスキー株式会社が枝

打ち作業を実施しました。

この取組は、アサヒグループ傘下であるニッカウヰスキーもグループ企業が進める「水源地

の森林活動」の一環として、所在する地域の森林を対象に、森林ボランティア活動を行うと

ともに林業を学ぶ機会として体験林業を行ったものです。

当日は、３０度を超える天候の中、企業職員１０名が参加、石狩森林管理署から流域管理

調整官、余市首席森林官、積丹森林官の３名が出席し技術指導を行いました。

作業箇所は、昭和４８年植栽のアカエゾマツの人工林０．２５ｈａで、参加者はほとんど

が初めての者ばかりで、最初枝の多さに悪戦苦闘していましたが、徐々になれてきてだんだ

ん手際が良くなり枝打ち作業も順調に進み予定していた分を終了。

皆さん大量の汗とともに充実感を味わいました。

企業側としては、今後も継続的に実施していきたいとのことで、次年度以降も実施できる

場所等の提供をお願いしています。

準備は万全 作業も手慣れてきました

女性職員も奮闘中 林内も明るくなりました

（大江 流域管理調整官）
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９
月
９
日
、
長
沼

町
で
コ
ン
テ
ナ
苗

の
育
苗
に
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
㈲
石
田
農
園
さ

ん
の
苗
畑
に
お
い

て
、
局
・
札
幌
地

区
の
署
な
ど
の
関

係
者
が
集
ま
り
秋
晴
れ
の
中
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
署
か
ら
は
署
長
、
業
務
第
二
課

長
、
森
林
技
術
専
門
官
、
森
林
育
成

係
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
次
の
長
所
が
考

え
ら
れ
今
後
の
普
及
に
期
待
が
あ
り

ま
す
。

①
苗
木
の
根
巻

き
や
根
の
変
形

が
な
い
。

・
ポ
ッ
ト
苗
で

は
、
ポ
ッ
ト
の

内
側
の
壁
に
ま

で
伸
び
た
根
が

壁
に
当
た
っ
て

も
成
長
を
止
め 石田農園様

ず
、
壁
の
内
側
に
沿
っ
て
伸
び
続
け

根
の
変
形
や
根
巻
き
生
じ
ま
す
が
、

コ
ン
テ
ナ
苗
で
は
、
内
側
に
リ
ブ
と

呼
ば
れ
る
高
さ

㎜
の
壁
が
あ
る
こ

1

と
か
ら
、
根
の
変
形
や
根
巻
き
は
生

じ
ず
、
リ
ブ
に
沿
っ
て
下
方
に
直
根

が
伸
長
し
ま
す
。

ま
た
、
コ

ン
テ
ナ
の

底
に
は
穴

が
開
い
て

お
り
、
コ

ン
テ
ナ
下

部
に
到
着

し
た
根
は

空
気
に
触

れ
る
と
根

切

り

さ

れ
、
根
巻

き
や
根
の

変
形
が
防
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
根
の
密
度
が
高

く
な
り
、
植
栽
後
の
根
の
伸
長
開
始

点
と
な
る
根
端
が
多
数
形
成
さ
れ
、

根
鉢
の
し
ま
っ
た
苗
が
育
成
さ
れ
ま

コンテナ苗育苗風景

す
。
②
植
栽
時
期
を
選
ば
な
い
・
作
業
が

容
易
で
あ
る
。

・
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
根
系
と
培
地
が

一
体
化
さ
れ
て
お
り
、
土
壌
凍
結
が

な
い
限
り
は
い
つ
で
も
植
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
根
鉢
と
土
壌
の
密
着
の

み
が
得
ら
れ
れ
ば
よ
く
、
裸
苗
の
よ

う
に
丁
寧
な
土
壌
耕
耘
、
掘
取
り
等

の

作

業

は

不

必

要

と

な

る

こ

と

か

ら

一

鍬

植

え

で

植

栽

可

能

で

す

。

参
加
者
か
ら
は
、
価
格
や
運
搬
の

問
題
点
な
ど
、
今
後
本
格
導
入
さ
れ

る
日
に
向
け
て
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
佐
藤
業
務
第
二
課
長
）

コンテナから出した育苗中の苗の根の状態

冬
道
の
安
全
運
転

の
た
め
に

月
６
日
（
水
）
札
幌
運
転

１０
免
許
試
験
場
で
夏
期
冬
道
安
全

運
転
講
習
が
行
わ
れ
高
橋
・
藤

田
の
両
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
当
署
職
員
の
他
に
民

間
企
業
の
方
や
自
動
車
学
校
の

方
、
合
わ
せ
て
６
名
で
行
わ
れ
、

最
初
に
冬
道
の
恐
ろ
し
さ
や
コ

ー
ス
で
の
運
転
の
仕
方
等
、
簡

単
な
座
学
を
や
り
、
そ
の
あ
と

冬
道
に
似
せ
た
コ
ー
ス
を
走
る

と
い
う
内
容
で
し
た
。

コ
ー
ス
内
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
上
に
水
を
撒
い
て
わ
ざ
と

ス
ピ
ン
し
や
す
く
し
て
あ
っ
た

り
、
轍
に
な
っ
た
コ
ー
ス
が
あ

り
、
実
際
に
走
っ
て
み
て
の
感

想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
冬
道
の

感
覚
を
体
験
で
き
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
雪

の
降
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
の

方
々
に
は
、
十
分
注
意
し
て
、

急
の
着
く
動
作
等
し
な
い
で
安

全
運
転
を
心
が
け
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

（
山
本
総
務
係
長
）

コ
ン
テ
ナ
苗
の

勉
強
会
に
つ
い
て

コンテナ苗について説明する佐藤森林整備第一課長補佐
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７
月

日
に
湿
っ
た

２９

空
気
が
北
海
道
付
近

に
流
れ
込
み
短
時
間

に
局
地
的
な
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
特
に
積

丹
地
方
で
は
記
録
的

な
雨
量
と
な
り
（
美

国
観
測
所
に
お
い
て

最
大
日
雨
量
は

日
２８

の

時
か
ら

日
１

１６

２９

６
時
ま
で
の

時
間

２４

で

ミ
リ
、
最
大
時

１７１
間
雨
量
は

ミ
リ
）

２９

古
平
町
で
は
古
平
川

の
増
水
増
水
で
道
道

の
橋
の
橋
げ
た
が
崩
れ
通
行
不
能
と

な
る
な
ど
各
地
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

７月豪雨災害と
今後の予定について

（治山課）

当
署
管
内
で
は
古
平
町
の
国
有
林

の
沢
か
ら
か
ら
土
砂
が
道
道

号
線

５６９

に
流
れ
込
み
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

沢
の
中
に
は
不
安
定
な
土
砂
が
あ

り
、
今
後
の
豪
雨
に
よ
り
再
び
道
道

へ
被
害
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
災
害
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
財
務
省
の
災
害
査
定
後
に

対
策
工
の
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
鈴
木
治
山
課
長
）

１
名
の
職
員
が
、
新
た
な
職
場
へ
異

動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任

・
事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す

■
北
海
道
森
林
管
理
局

森
林
整
備
部

森
林
整
備
第
一
課

課
長
補
佐

(

総
務
課
長)

根
田

祥
一

い
ざ
新
天
地
へ
・
・
・

☆
転
勤
に
あ
た
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
石
狩
署
の
職
員
皆
様
へ

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た

こ
と
を
誇
り
に

し
て
、
新
し
い
職

場
で
精
一
杯
頑
張
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

根
田

祥
一

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

月
１
日
付
け
で
赴
任
し
た
職
員

１０

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
身
地

②
家
族
構
成

③
趣
味
・

特
技

④
自
己
分
析
（
四
字
熟
語
）

⑤
な
に
か
一
言

総
務
課
長

河
崎

真
佐
志

①
旭
川
市

②
妻
、子
供
（
男
・
中
三
、
女
・
中
一
）

③
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

④
一
生
懸
命

⑤
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
等
を
通
じ
て
、
仕

事
以
外
の
お
付
き
合
い
も
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

河崎総務課長
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９
月

日
に
本
署

２７

会
議
室
で
安
全
担
当

者
会
議
（
安
全
会
議
）

と
心
の
健
康
づ
く
り

講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
午
前
に
次
長
か
ら

他
局
で
発
生
し
た
災

害
の
状
況
の
説
明
と
、

類
似
災
害
の
防
止
の

観
点
か
ら
、
当
署
の

安
全
対
策
等
の
定
着

化
に
向
け
た
話
が
さ

れ
、
そ
の
あ
と
応
急

手
当
の
ビ
デ
オ
上
映
、

午
後
か
ら
の
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
年
度
当
初
か
ら
研
修
等
の

安全会議
心の健康づくり講習会

開催される

心の健康づくり講習会受講風景

実
施
計
画
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
北
海
道
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
に
講
師
の
派
遣
を
依
頼
、
元

Ｏ
Ｂ
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

後
藤

誠
一
氏

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

藤

原

育
氏
に
来
て
い
た
だ
き
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

中
で
も
、
心
の
病
気
に
は
色
々
種

類
が
あ
り
、
他
人
が
気
づ
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
と
の
話
が
印
象
的
で

し
た
。

（
山
本
総
務
係
長
）

平
成

年
度
石
狩
森
林
管
理
署
労

２２

働
衛
生
週
間
の
取
組
み
と
し
て
、
１０

月
４
日
本
署
会
議
室
で
衛
生
講
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
次
長
か
ら
内
臓
脂
肪
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
、
内
臓
脂
肪
を

減
ら
す
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
オ
ス

ス
メ
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
大
腸
が
ん
と
糖
尿
病
の
ビ

デ
オ
上
映
、
午
後
か
ら
講
師
に
当
署

の
産
業
医
で
あ
る
羽
二
生

輝
樹
先

生
を
招
き
、
医
学
知
識
あ
れ
こ
れ
に

つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
な
が

衛
生
講
話
で

近
年
の
医
学
を
学
ぶ

ら
、
近
年
の
医
学
に
つ
い
て
問
い
か

け
形
式
に
し
て
講
義
が
な
さ
れ
ま
し

た
。知

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
意

外
と
間
違
っ
て
い
た
り
、
ま
た
、
初

め
て
知
る
こ
と
も
数
多
く
あ
っ
て
、

医
学
の
知
識
や
常
識
を
知
る
上
で
大

変
有
意
義
な
講
義
で
し
た
。

（
山
本
総
務
係
長
） 皆さん真剣です！！

編

集

後

記

記
録
的
な
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
う
そ
の
よ
う
に
過

ご
し
や
す
い
季
節
が
続
い
て
い
る
。
間
も
な
く
冬

将
軍
が
駆
け
足
で
や
っ
て
き
て
、
銀
色
の
マ
ン
ト

で
す
べ
て
を
被
い
つ
く
す
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
下

で
は
密
か
に
息
づ
き
、
芽
吹
き
の
準
備
を
し
て
い

る
草
花
が
い
る
。

ま
こ
と
に
趣
の
あ
る
一
年
を
何
気
な
く
繰
り
返

し
て
い
る
が
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
少
し
ず
つ
確

実
に
変
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

将
来
、
北
海
道
が
日
本
一
の
米
ど
こ
ろ
と
な
り
、

山
々
の
木
々
は
、
杉
、
ヒ
ノ
キ
、
ブ
ナ
に
取
っ
て

代
わ
る
。
北
海
道
固
有
の
高
山
植
物
は
北
上
を
遮

ら
れ
絶
滅
し
、
最
強
の
外
来
植
物
が
我
が
物
顔
で

は
び
こ
る
。
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
海

外
旅
行
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
り
、
庭
に
は
人
口
降

雪
機
が
・
・
。
果
た
し
て
森
林
が
救
世
主
と
な
り

え
る
か
は
、
ど
う
や
ら
こ
れ
か
ら
の
森
林
整
備
に

か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
孫
子
の
代
に
遺
恨
を
残

さ
な
い
よ
う
取
組
み
た
い

（
次
長
）

（
表
題
写
真
提
供

伊
藤
札
幌
森
林
官
）

石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会

委
員
長

次
長

委

員

総
務
課
長

流
域
管
理
調
整
官

総
務
係
長

事
務
局

森
林
ふ
れ
あ
い
係

住

所

〒

‐
064

0809

札
幌
市
中
央
区

南

条
西

丁
目

‐

9

23

1

10


